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深いグルーブ形成によるアプローチ
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バーで歯質にグルーブを形成する。

ヘーベルをグルーブの反対側にかけて力を
加える。脱臼が弱い時はグルーブそのもの
にヘーベルを挿入して力をかけてもよい。

形成されたグルーブが深ければ深い
ほど、その後の操作は行いやすい。

バーでグルーブを骨に形成する。


